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【要件】
高知県内で新築、増築、リフォームを行
う木造住宅
●延べ面積の過半の用途が住宅であること
●県内産乾燥木材を使用すること
新築・増築の場合…基本部位に80％以上
使用すること
リフォームの場合…リフォーム部分の木
材に使用すること

●新築及び増築は瑕疵担保責任保険加入
等住宅であること
　
【対象者】
対象住宅を取得（所有）し、自ら居住す
る個人（賃貸を目的とするものは除く）
申込や申請の手続きは、建築士か行政書士
に委任できます。提出書類には設計や施工
に関するものが多く必要なので、建築士に
委任するのが一般的な方法です。家を建て
ることが決まったら、建築士さんに一度ご相
談ください。補助額の算定方法や手続きな
ど、制度・事業の詳細については高知県庁
HPでご覧いただけます。
　
【補助額】
①基本部位、その他の部位
県内産乾燥木材（JAS製品）の使用量m3（小数
点以下切捨て）×20,000円＝補助額①
　

②基本部位、その他の部位
県内産乾燥木材（JAS製品以外）の使用量m3

（小数点以下切捨て）×11,000円＝補助額②
　

③内装木質化
県内産乾燥木材の使用面積m2（小数点以下切
捨て）×2,000円＝補助額③
　

④長期優良住宅加算
長期優良認定木造住宅／10万円加算（地域型
グリーン化事業など併用できない事業もあり
ます。）
　

⑤子育て加算
対象者の世帯に児童手当受給対象となる児童
が2人以上いる場合　③の内装木質化と同額
を加算
　

合計の上限は80万円

高知県からのお知らせ
全国一の森林率84%を誇っている高知県。そ
の木を使って、風土に合った家を建ててみま
せんか。県では、「こうちの木の住まいづくり
助成事業」であなたを応援します。柱や梁等
の８割以上に県内産乾燥木材を使うと、量に
応じて、最大80万円の補助金がもらえます。
また、JAS製材品の需要拡大のため支援を
行っています。
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YouTubeチャンネル
この日の取材の様子はこちらから

画像等提供協力：桑名平建築研究所森林環境情報誌 もりりん
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代表・萩野和徳さんは、2001
年に大阪から移住し安芸市で
起業。産材を生かした玩具や雑
貨の製造・販売をしています。
　

安芸市川北甲1967
TEL／0887・34・4500 
https://yamanokujira.jp/

クジラの神様。萩野さん
の商売を見守る神様とし
て、仏師である吉田さん
に作ってもらったもの。

山のくじら舎

代表・桑名さんは木の持つ優し
さや力強さをいかした家づくり
を心がけています。
　

高知市大谷公園20-1
エスコートいさむ2-2A
TEL／088・850・0022
http://www.kuwa-ken.com

桑名平
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